
 

  

行事予定：（変更する場合もあります） 
毎週金曜日 華道倶楽部 
第 2・第 4火曜日 健康倶楽部 
第 2水曜日 書道倶楽部 
第１水曜日 絵手紙倶楽部 

菜の花だより・お知らせ・公開資料は、 
ホームページからご覧いただけます。 
発行：社会福祉法人聖啓会  
特別養護老人ホーム菜の花  
電話：054-646-7087 
http://seikeikai.info/ 編集：中村 

京都の図案家、下村玉廣 志紀錦より撫子の図案

です。NDL イメージバンク（国立国会図書館所蔵

オンライン展示）より 

増刊号に載せきれなかった写真をホームページ

に載せています。 

ホームページからご覧ください。 

 

 

 

●
感
染
症 

十
一
月
十
二
日
現
在
〇
で
す 

今
後 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
が
懸
念 

さ
れ
ま
す
。
感
染
予
防
に
努
め
ま
す 

●
十
二
月
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
予
定
で
す
。 

●
現
在
入
居
者
健
診
施
行
中
で
す
。 

再
検
査
等
が
必
要
な
場
合
は
逐
次
ご
連
絡
し
て
い
き
ま
す
。 

●
面
会
に
つ
い
て 

引
き
続
き
面
会
制
限
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ご
不
便
ご
心
配
を
お
か
け
し
、
た
い
へ
ん
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
て
き
ま
す
と
、
面

会
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

●
衣
替
え
の
お
願
い 

衣
替
え
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早
め
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

そ
の
際
は
、
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
夏
物
の
衣
類
や
寝
具
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
来
訪
の
前
に
あ
ら
か
じ
め

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
「
介
護
職
員
に
よ
る
痰
の
吸
引
等
に
関
す
る
加
算
の
説
明

ひ
と
こ
と 

 

菜
の
花
ま
つ
り
実
行
委
員
長 

 

山
内
凌 

        

寒
い
日
が
続
き
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
が
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。 

今
年
、
十
月
十
八
日
土
曜
日
に
、
五
年
ぶ
り
に
菜
の
花
ま
つ
り

の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
食
品
の
販
売
も
行
い
、
と
て
も
充
実

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

入
居
者
様 

利
用
者
様
よ
り
「
楽
し
い
」
と
い
う
言
葉
も
い
た

だ
き
、
今
年
開
催
で
き
た
こ
と
に
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

お
神
輿
練
り
歩
き
で
は
少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
盛
り
上
が
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
年
、
菜
の
花
ま

つ
り
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
は
、
施
設
長
始
め
他
の
職
員
の
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

来
年
は
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
菜

菜の花まつりを行いました。お神輿・ちんどん・屋台などで楽しみました。 

掛け声も勇ましくお神輿が練り歩きます。迎える側も祭り団扇で応援します。 

 

の
花
ま
つ
り
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

書
兼
同
意
書
」
を
同
封
し
ま
し

た
。 

口
腔
内
の
吸
引
は
、 

① 

痰
や
、
食
物
に
よ
る
誤
嚥

を
予
防
す
る
為
の
応
急
的
処

置 ② 

肺
炎
予
防 

に
も
効
果
的

で
す
。 

何
卒
ご
理
解
の
程
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

加
算
は
十
二
月
か
ら
算
定
予

定
で
す
。 

 

誤嚥 

食物・痰が 

気管に入る 

食道 気管 

令和 7年 10月 18日 菜の花まつり   
今年もまだ感染症の関係でご家族様と入居者様といっしょに過ごすお祭りにはできなかったことがとても残念でし

た。せめて秋祭りらしい楽しみを味わっていただこうと、ユニットにはお祭りらしい飾り付けをし、館内に祭り囃子が

響くなか、恒例のお神輿練り歩きのほか、懐かしのチンドン屋がユニットを巡りました。施設前で開催されたバザーで

はお買い物を堪能していただきました。入居者様と職員とで一緒にお祭りの飾り付けをするのも楽しかったです。 

会場設営、協力してテントを張りました なんだかワクワクしてきますね！打ち合わせは念入りに屋台準備も着々と 

ユニットもお祭りムード全開です。施設内は朝から祭囃子が響いています。楽しい飾り付けがユニットを彩ります 

売店巡り…激安のお品に目も手も迷います。お買い物、自分で選ぶのって楽しいですよね！どっちが似合うかな？ 

チンドン屋がやってきました！「なつかしいよー！」と笑顔です。思わず「アンコール！」の声がかけられます！ 

威勢のよい掛け声とともに、お神輿が練り歩きます。迎える皆さんもお面装束や祭り団扇で盛り上げてくれます！ 

応援に来てくれたボランティアの皆さんも、職員も、楽しんだ者勝ち！法被やご自慢の魚河岸シャツが小粋でしょ？！ 



 

 

 

 
１１月の         は、 「 菜の花のお祭り屋台 」です。 

菜の花のお祭りが 10 月 18 日の秋晴れの良い日に開催できました。（夕方は小雨

になりましたが）バザーは皆様からお品を提供して戴きまして、ご利用の皆様は、

あれこれと楽しそうに選ばれて居られました。久しぶりのお買い物でしたから、

何方の表情も明るく嬉しそうでした。屋台も出ましたが、３００食と縮小した為

にすぐに売り切れてしまいご迷惑をおかけしました。「フランクフルトもうない

の、がつかり 」の声に来年はコロナ前に戻して、盛大に行う予定です。テント

二張りでズラリと２０００食はご用意する予定です。 

乞うご期待!! 屋台なしでは寂しい限りですもの。 

 お祭りと屋台の起源は江戸時代からと言われてい

ます。屋台は、楽しく賑やかなのがお好きな神様に

捧げて、神様は、人々が楽しめるようにと飲食やお

神輿、踊りで場を盛り上げるように仕組まれたの

でしょうか。 

「菜の花のお祭り屋台」 おまけに、ひ

ょっとこ踊りと大いに楽しめそうです。 

意味 ＜ほっとする・心と身体の健康を回復・大宇宙に充満する命＞ 

令和７年１０月８日 藤枝市茶手揉保存会様より手揉み茶をいただきました。   
藤枝市茶手揉保存会は、全国手もみ製茶技術競技大会で全国優勝者を輩出するなど、高い技術を誇っています。  

手揉み茶は機械を使わずに手作業で茶葉を揉んで仕上げる製茶方法で、江戸時代に確立されたとされて ↓QRコード 

いるそうです。（藤枝市ホームページより）その非常に高い技術と手間がかかったお茶をいただきました。 

受け渡しは、入居者様代表のお二方が満面の笑みで拝領しました。 

藤枝市のホームページにも菜の花への手揉み茶贈呈の時の写真が掲載されています。 

https://www.city.fujieda.shizuoka.jp/soshiki/sangyoshinko/ochanomachi/oshirase/26039.html  

昨年秋、「全国手もみ製茶技術競技大会」が藤枝市で開催され、全国から集まった各都道府県代表チーム

と技を競いあい、見事 静岡県茶手揉保存会 藤枝支部が最優秀賞を獲得したそうです！素晴らしいです

ね！いただいたお茶、うんと味わって飲まなくちゃ！藤枝に住んでいて良かったです！（笑） 

 

令和７年１０月１８日  寿 Y様お誕生日会   
寿ユニットで一番のお姉さんのお誕生日のお祝いです。

ご本人はきょとんとされていましたが、ユニットの皆の優

しい心遣いは感じ取って頂けたかと思います。これからも

ユニット一番のお姉さんとして(笑)明るく 

楽しく過ごしていただけたらと思います。 

令和７年１０月 藤袴が咲きました。 
今年も藤袴が満開を迎え、アサギマダラを始め様々な蝶が集まってきています。 

 

令和７年１０月 スナップ写真から  
皆様の日常の一コマをご覧ください。不在者投票、面会、お散歩や新しいお客様、ヘ

アカットとメイク等々、普段の生活の中にも楽しみややりがい、笑顔、ドキドキ・ワ

クワクが散りばめられています。 

令和 7年 10月 20日 4階 
誰かが塗り絵を始めるのを見て「私も」「私も」と塗り絵大会になりました。色塗りしながら、おしゃべりにも花が咲

いて、とても楽しそうでした。普段塗り絵をしない方も、きれいに塗っていて絵心の才能にびっくりです。思い思いに

選んだシールでオリジナルのアルバムが完成！これからも楽しい思い出を沢山重ねていきましょう。 

 


